
　
日
本
は
、
世
界
有
数
の
貿
易
大

国
で
あ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
、
食

料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
貿
易
量
の
99
％
（
重

量
ベ
ー
ス
）
は
、
海
上
輸
送
に

よ
っ
て
運
ば
れ
て
お
り
、
港
湾
は
、

貿
易
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
小
名
浜
港
の
歴
史
は
古
く
、
江

戸
時
代
に
幕
府
上
納
米
の
積
出
港

と
し
て
港
湾
の
基
礎
が
築
か
れ
、

明
治
時
代
以
降
は
常
磐
炭
鉱
か
ら

産
出
さ
れ
る
石
炭
の
積
出
港
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。

　
昭
和
31
年
の
関
税
法
に
よ
る
開

港
指
定
を
受
け
て
以
来
、
国
際
貿

易
港
と
し
て
多
く
の
歴
史
を
刻
み
、

本
市
発
展
の
原
動
力
と
し
て
、
地

域
経
済
を
支
え
る
と
と
も
に
、
わ

が
国
の
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。

　
福
島
県
の
沿
岸
部
に
は
多
く
の

火
力
発
電
所
が
立
地
し
て
お
り
、

東
北
地
方
や
首
都
圏
へ
の
電
力
供

給
を
担
っ
て
い
ま
す
。
小
名
浜
港

は
、
こ
れ
ら
の
火
力
発
電
所
が
使

用
す
る
石
炭
の
供
給
拠
点
港
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
小
名
浜
港
で
取
り
扱
わ
れ
る
貨

物
の
う
ち
、
石
炭
は
、
全
体
の
約

６
割
を
占
め
て
お
り
、
平
成
23
年

に
東
日
本
で
唯
一
「
国
際
バ
ル
ク

戦
略
港
湾
（
石
炭
）
※
」
に
選
定

さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
25
年
に
は
、

全
国
初
と
な
る
「
特
定
貨
物
輸
入

小
名
浜
港
の
歴
史

日本の貿易の中心は「港湾」

東日本地域の
エネルギー供給拠点

P O I N T❶

P O I N T❷

小名浜港が 果たす役割
知られざる機能や役割、そしてこれからの挑戦を紹介します

輸出入貨物の
貿易手段割合

飛行機
0.5％

船
99.5％

広報いわき　2023. 7　2

拠
点
港
湾
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
小
名
浜
マ
リ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
の
先
に
あ
る
東
港
地
区

（
人
工
島
）
に
お
い
て
、
国
内
最

大
級
と
な
る
大
水
深
耐
震
強
化
岸

壁
を
備
え
た
「
小
名
浜
港
国
際
バ

ル
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が
昨
年
６
月

に
全
面
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
石
炭
を
輸
送
す
る
船

の
中
で
最
も
大
き
い
船
型
の
入
港

が
可
能
と
な
り
、
大
型
船
を
活
用

し
て
、
石
炭
の
安
定
的
か
つ
効
率

的
な
調
達
を
実
現
さ
せ
、
産
業
競

争
力
の
強
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
に
あ
る
国
内
最

大
級
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

へ
の
燃
料
供
給
を
は
じ
め
、
県
内

に
建
設
さ
れ
る
大
型
風
力
発
電
所

へ
の
部
材
供
給
な
ど
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
お
い
て
も

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
小
名
浜
港
を
通
じ
て
燃
料
を
輸

送
し
て
い
る
火
力
発
電
所
お
よ
び

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
な
ど
に
お
け

る
発
電
能
力
を
合
わ
せ
る
と
約
１

３
０
万
世
帯
分
に
相
当
す
る
電
力

と
な
り
ま
す
（
一
世
帯
当
た
り
30

A
・
１
０
０
V
と
し
て
換
算
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
小
名
浜
港
は
、

東
日
本
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
を
支
え
る
物
流
拠
点
と

し
て
、
多
様
な
産
業
・
雇
用
効
果

を
発
揮
さ
せ
な
が
ら
地
域
経
済
を

下
支
え
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
５
０
年
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、

小
名
浜
港
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
水
素
や
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
等
の
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
輸
入
や
貯
蔵
、
利
活
用
な
ど
を
図
る
と
と

も
に
、
脱
炭
素
化
に
配
慮
し
た
港
の
さ
ら
な
る
高

度
化
を
通
じ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
寄

与
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
」
の

実
現
を
目
指
し
、
現
在
、
福
島
県
が
「
小
名
浜
港

港
湾
脱
炭
素
化
推
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
物
流
や
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を

図
る
た
め
、
小
名
浜
港
か
ら
常
磐
自
動
車
道
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
「
小
名
浜
道
路
」
の
整
備
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
泉
町
を
起
点
と
し
、
山
田
町
に

至
る
全
長
８
．
３
㎞
の
無
料
で
通
行
で
き
る
自
動

車
専
用
道
路
で
す
。
現
在
は
全
区
間
で
の
工
事
に

着
手
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
代
初
頭
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
の
沿
岸
部
に
は
多
く
の

火
力
発
電
所
が
立
地
し
て
お
り
、

東
北
地
方
や
首
都
圏
へ
の
電
力
供

給
を
担
っ
て
い
ま
す
。
小
名
浜
港

は
、
こ
れ
ら
の
火
力
発
電
所
が
使

用
す
る
石
炭
の
供
給
拠
点
港
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
小
名
浜
港
で
取
り
扱
わ
れ
る
貨

物
の
う
ち
、
石
炭
は
、
全
体
の
約

６
割
を
占
め
て
お
り
、
平
成
23
年

に
東
日
本
で
唯
一
「
国
際
バ
ル
ク

戦
略
港
湾
（
石
炭
）
※
」
に
選
定

さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
25
年
に
は
、

全
国
初
と
な
る
「
特
定
貨
物
輸
入

小名浜港のこれから…
カーボンニュートラルポート

P O I N T❸

　わが国の産業や暮らしに
欠かせない物資である石炭、
鉄鉱石、穀物（通称：バル
ク貨物）の安価かつ安定的
な輸送を実現するため、国
土交通省が国内有数の国際
物流拠点となる港湾を選定。

国際バルク戦略港湾とは

小名浜港が 果たす役割
意外と

知られていない

貿易の玄関口として地域や暮らしを支えている小名浜港の

特集１
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日
本
港
湾
協
会
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
日
本
港
湾
協
会
の
第
96
回

定
時
総
会
が
5
月
24
日
、
本

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
時
総
会
は
、
県
内
で
は

初
、
東
北
地
方
で
は
震
災
後

初
の
開
催
。
全
国
か
ら
港
湾

関
連
自
治
体
の
首
長
や
港
湾

関
係
者
、
事
業
者
等
約
千
人

が
出
席
し
、
港
湾
の
整
備
促

進
や
振
興
、
政
策
研
究
な
ど

の
活
動
に
つ
い
て
協
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
港
湾
功
労
者
に
対

す
る
表
彰
も
行
わ
れ
、
小
名

浜
港
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

の
正
木
好
男
参
与
が
全
国
の

受
賞
者
１
７
２
名
を
代
表
し

て
、
表
彰
状
な
ど
を
受
け
取

る
と
と
も
に
、
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
25
日
に
は
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
」
と
題
し
て
、

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
の

安
部
義
孝
名
誉
館
長
、
常
磐

興
産
株
式
会
社
の
西
澤
順
一

代
表
取
締
役
社
長
に
よ
る
講

演
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
小

名
浜
港
な
ど
の
視
察
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
総
会
が
本
市
で
開
催
さ

れ
た
こ
と
で
、
小
名
浜
港
が

東
日
本
大
震
災
か
ら
力
強
く

復
興
し
た
姿
を
は
じ
め
、

観
光
・
文
化
な
ど
多
く
の
魅

力
を
全
国
の
港
湾
関
係
者
に

広
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　小名浜港は、エネルギーの歴史とともに発展してきました。昨年は、国際バルクターミナルの本格供用も
開始。市内ではその石炭を用い、世界最先端の石炭ガス化複合発電（IGCC）もなされ、二酸化炭素排出量
の抑制も進んでいます。同時に、国のカーボンニュートラルポートを検討する港にも選ばれ、物流や荷役の
脱炭素化に向けた取り組みも加速しています。
　そんな中、本年４月に、福島国際研究教育機構（エフレイ）が創設されまし
た。今後、同機構の国内外の研究者と地元港湾事業者との連携で、新エネル
ギーへの挑戦も期待できます。これにより若者の首都圏などへの流出を止め、
市内へ留める新たな産業と雇用創出も期待できます。
　こうした最先端の小名浜港を舞台に、去る５月2４日に日本最大級の港湾大
会・日本港湾協会定時総会が開催され、全国から約千人が本市を訪れました。
新たなビジネスチャンスが生まれるなど、小名浜港が大きく動き始めています！

小名浜港が動く！～新たな産業・若者雇用へ～ いわき市長　内田　広之

正木　好男（小名浜港整備促進期成同盟会　参与）

興津　照昭（磐城通運株式会社　代表取締役会長）

小名浜まちづくり市民会議

小名浜清港会

國谷　潤（国土交通省東北地方整備局小名浜港湾事務所）

本市関係の港湾功労者

表彰状を受け取る正木参与（左）

1922年に設立され、
全国の港湾関係者や
自治体、企業、学識
経験者などで構成。
主に、港湾に関する
調査研究などを目的
とし、地域振興や経
済基盤の強化を目指
して活動。

日本港湾協会とは


